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学位論文題名 

家庭科教科書の教育内容構成に関する研究 

－戦後初期家庭科構想と 

城戸幡太郎編『わたしたちの生活設計（家庭生活中心）』の教科書分析－ 

 

 本研究は、篭山京の「生活構造論」を中心的な概念的枠組みとして、戦後初期の家庭科教

科書である城戸幡太郎編『わたしたちの生活設計（家庭生活中心）』（1954 年〜1956 年）（以

下、城戸編『生活設計』と略記）の教育内容構成を分析したものである。生活構造の視点を

分析軸に据えることにより、戦後日本の家庭科教育が「生活を科学的に理解し、合理的かつ

民主的に再構成する教育」として成立した過程を、教育思想史・制度史・教育内容構成論の

観点から総合的に明らかにしている。さらに本研究は、戦後家庭科成立期の理論的基盤の再

検討という問題意識のもとに、海後宗臣・城戸幡太郎・篭山京らの理論に依拠する根拠を位

置づけることによって、家庭科とはどのような教科であるかを理論的に再検討する意義を

提示している。中学校「技術・家庭」という教科のあり方が見直され、「家庭」と「技術」

がそれぞれ独立した教科として再編されようとしている現在、家庭科教育の研究には固有

の教科論を再構築することが求められている。本研究は、生活を基軸とする家庭科教科論の

理論的源流を再評価し、その現代的意義を示す試みとして注目される。 

 第１章では、教育思想史的分析によって、戦前から戦後初期にかけて展開された教育科学

運動の系譜を検討している。教育科学運動の諸潮流を、「生活」を生産・消費・再生産の循

環として把握し、「最小限度の生活の事実」に基づいて基準を定め、協同と計画を媒介にし

て生活を再組織するという共通の骨格をもっていたと整理する。篭山京については、人間生

活を「労働力（作業力）の消費と再生産の循環」として捉え、「主体―目的―手段―条件」



の相互関係から成る「生活構造論」を体系化したと評価している。 

 第２章では、制度史・カリキュラム史の分析によって、1947 年から 1957 年にかけての学

習指導要領（職業・家庭科編）の成立過程と改訂経緯を検討している。戦後家庭科が「生活

の科学化・民主化・社会化」という理念を体現する教科として出発しながら、制度標準化と

性別固定化の進行によって、その社会的・民主的射程を縮減させていったことを明らかにし

ている。 

 第３章では、城戸編『生活設計』とその指導書を詳細に分析し、この教科書の教育内容の

体系を読み解いている。篭山京の「生活構造論」に基づいて、城戸編『生活設計』が「生活」

を「主体―目的―手段―条件」の構造的連関として把握し、生活課題を科学的・合理的に再

構成する教育体系をそなえていたことを明らかにしている。各単元は、「生活の事実の把握

―問題の発見―計画と実践―改善と評価」という循環的過程の点から構成され、学習者が自

らの生活を科学的に設計する力＝生活設計力を形成することを目指していた。さらに、指導

書『指導と解説』は、生活を社会の生産・流通・消費の構造のなかで理解させようとしてお

り、生徒自身が「生活の構造」を意識的に把握しながら、生活の改善や再構築に参与するよ

う導くという考えを提示していた。著者は、城戸編『生活設計』が、生活課題の把握と再設

計の過程を学習することを組織し、生活の構造的理解と改善の力を育成する教育内容体系

をそなえたものとして編成されていたことを具体的に明らかにしている。この教科書が「生

活設計」の学習過程を中核に据え、技術を生活改善の手段として位置づけつつ、生活の全体

構造を教育内容化していた点に、その独自性を認めている。 

 終章では、以上の分析結果を総括して、家庭科教育を「生活の構造的理解と再生産を担う

教育」として再定位し、現代的課題に向き合う教育の可能性に言及している。 

 著者は、教科書を分析する教育方法学的な方法を、算数教科書を対象として模索すること

を試みた須田勝彦の論考（1983 年）に学んだ成果を、家庭科教科書を対象とした研究に独

創的に適用していると評価することができる。 

 研究の基本的方法としては、学習主体の活動の法則性からアプローチするのではなく、学

習対象の内容的分析に基づく方法を採っている。家庭科教育固有の目的論を、学習者が現実

の生活過程を抽象化によって構造的に捉え、将来の見通しを持つこととしている。城戸編

『生活設計』の分析の際の中心概念であった篭山京の「生活構造」による抽象化が有効であ

るとして、「生活構造に基づく家庭科教育学の確立」を提唱している。家庭科は、「生活を教

える教科」ではなく、「生活を構造的に捉え、再創造する力を育む教科」として再生される

べきであり、生活構造論は、その教育内容体系を理論的に支える中核的な枠組みだというの

である。 

 概念系を整備しつつ、家庭科の教育現実について、これまでの展開を説明し、これからの

創造に寄与することが著者の今後の課題である。 

 以上のことから、審査委員会は著者が北海道大学博士（教育学）の学位を授与される資格

があるものと認める。 


